
令 和 ８ 年 度

主 な 所 管 事 務 及 び 事 業

（令和８年５月）

総務環境委員会
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令和８年度主な所管事務及び事業

市長公室 秘書交流課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 都市交流促進事業 ・高山市都市提携委員会の運営に対する助成 １，１４０

２ 国際交流事業 ・市民海外派遣

・国際交流員招致

・多文化共生の推進

市内在住の外国人に向けた生活オリエンテーション動画の作成ほか

・外国人相談窓口の運営

◎麗江市への青少年派遣交流

３０，７８０

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野 着実な計画の推進１－（３）》多文化共生・人権

★多文化共生の推進
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 21510 国際交流事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 秘書交流課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 2 総務費

枝番・内容 1 麗江市への青少年派遣交流事業
□ その他重要事業 項 1 総務管理費 内線 2414

□ 目 16 国際交流費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 国際的な視野を持つ若者の育成を図るとともに友好都市麗江市との交流を推進する。 概要 ・市内の中学生と高校生を友好都市である中国の麗江市へ派遣し、文化の学習・体験や人々との交流を行う。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 600

繰越

主な経費

繰越

主な経費
・引率者旅費
・参加者補助金

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 600
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・市内の中学生と高校生を友好都市である麗江市に派遣

・人数：10人
・募集：公募
・期間：4泊5日（予定）
・時期：8～9月頃（予定）
・内容：麗江市の少数民族文化の学習・体験、観光地見学、学校交流等
　　　　 ナシ族のトンパ文字やトンパ文化の学習
　　　　 世界遺産「麗江古城」の見学
　　　　 中国少数民族の音楽や舞踊の体験　　など
・助成：派遣（渡航）に要する費用について1人あたり3万円を市が補助
　　　　 麗江市での滞在費用は麗江市側が負担

[スケジュール] [スケジュール]

・R8.5頃～　　  参加者募集
・R8.8～9頃　　派遣実施

※R8.4末
　麗江市より、今年度の事業実施を見送る旨の連絡あり

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

市長公室 危機管理課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 地域防災支援事業 ・土砂災害全国防災訓練（６月１３日）

住民避難行動訓練、避難所運営訓練等（上宝地域）

・総合防災訓練（９月２７日）

災害対策本部訓練、まちづくり協議会を主体とした防災訓練

（高山地域、各支所地域）

・火山防災訓練（１１月）

火山噴火を想定した住民避難行動訓練等（上宝・奥飛騨温泉郷地域）

・地区防災活動（住民主体の防災訓練等）に対する支援

・防災リーダーの育成

・防災意識の啓発

５，０２０

２ 災害対策基盤整備事業 ・自動起動防災ラジオの普及に対する助成

・備蓄物資等の購入

・道路沿線立木の伐採によるライフライン保全対策

◎災害時情報収集システムの導入

◎防災情報テレフォンサービスの拡充（お知らせ機能の追加）

１２７，７８５
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参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野３－（６）》防災・危機管理

★防災行政無線の更新

★避難生活環境の充実

〇新たな災害情報伝達手段構築の検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 21310
災害対策基盤整備事業費
（災害対策事業費）

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 市長公室　危機管理課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 2 総務費

枝番・内容 2 災害時情報収集システムの導入
□ その他重要事業 項 1 総務管理費 内線 2466

□ 目 13 災害対策本部費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・自然災害等から市民の生命と財産を守るため、様々な情報を迅速かつ正確に収集する。 概要 ・SNSに投稿された様々な災害関連の情報を自動収集するシステムを導入する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 700

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・システム利用料
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 700
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]
　・SNSに投稿された様々な災害関連の情報を自動収集するシステムを導
入する。
○システムの概要
　・インターネット上に公開される災害関連情報を取集
　・内容（動画等を含む）をチェックし、偽りの情報を排除
　・本市に関連する情報をモニター等に一覧で表示

[スケジュール] [スケジュール]
・R8.4　導入

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 21310
災害対策基盤整備事業費
（災害対策事業費）

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 市長公室　危機管理課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 2 総務費

枝番・内容 1 防災情報テレフォンサービスの拡充（お知らせ機能の追加）
□ その他重要事業 項 1 総務管理費 内線 2466

□ 目 13 災害対策本部費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・自然災害等から市民の生命と財産を守るため、防災情報の確実な伝達を図る。 概要 ・電話やファックスにより、防災情報を確実に伝える。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 400 予算額 当初 400

予算額

当初 予算額 当初 800

繰越

主な経費 通信運搬費

繰越

主な経費 ・通信運搬費
補正等 補正等

最終 400 最終

決算額 396 決算額

対前年度増減額（決算） 0 対前年度増減額（当初予算） 0 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 400
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]
　電話を使った防災情報の伝達を行った。
○防災情報確認ダイヤル（聞き直し機能）　
　防災行政無線の放送内容を電話で聞き直すことができるサービスの提
供

[評価等]
　防災行政無線の聞き逃しや、大雨時等の聞き取りにくい場合においても
防災情報を入手できる手法の運用により、自助・共助の体制づくりを図っ
た。

[事業内容]
　電話を使った防災情報の伝達を行う。
○防災情報確認ダイヤル（聞き直し機能）　
　防災行政無線の放送内容を電話で聞き直すことができるサービスの提
供

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]
・メールやＳＮＳなどが使えない方に対し、電話、ファックスを使った防災情
報の伝達を行う。
○防災情報確認ダイヤル（聞き直し機能）　
　防災行政無線の放送内容を電話で聞き直すことができるサービスの提
供

○防災情報電話配信サービス（お知らせ機能）※拡充
　防災行政無線の放送内容を、登録した電話・ファックスに発信するサー
ビスの提供
　（対象者）　　　インターネットやスマートフォンの操作が不慣れな方　
　（配信内容）    防災行政無線の放送内容のうち、避難指示などの重要
　　　　　　　　　　な防災情報

[スケジュール]
・R7.4～　実施

[スケジュール]
・R8.4　登録募集開始、実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

・市民に確実に防災情報を届け
るための様々な伝達手段につい
て検討する必要がある。

☑ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

市長公室 広報公聴課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 広報公聴事業 ・戦略的広報の展開

広報たかやま発行

ＣＡＴＶ番組、ラジオ番組制作放送委託

ＳＮＳを活用した情報発信

・市民と市長の面談

９５，９６４

２ 表彰事務 ◎市制施行９０周年記念式典 １３，０９０

参考：高山市第九次総合計画重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野 着実な計画の推進１－（２）》広報公聴

★ホームページの全面リニューアル
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 20500 表彰事務費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 広報公聴課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 2 総務費

枝番・内容 1 市制施行90周年記念式典
□ その他重要事業 項 1 総務管理費 内線 2442

□ 目 5 広報費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・市制施行90周年の節目を市民とともに祝い、市への愛着や誇りの醸成を図る。 概要
・市制施行90周年記念式典の開催
・記念映像の制作

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 3,520 予算額 当初 3,820

予算額

当初 予算額 当初 11,370

繰越

主な経費 ・市表彰式開催経費

繰越

主な経費
・市制施行90周年記念式典開催経費
・記念映像の制作

補正等 補正等

最終 3,520 最終

決算額 1,842 決算額

対前年度増減額（決算） △ 1,108 対前年度増減額（当初予算） 300 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 7,550
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]
・市表彰式(11月1日)を実施し、58人を表彰した。

[評価等]
・市政の発展等に尽力された方々の功績を称え祝意を表することができた
。
・市民と行政のパートナーシップの構築や各種団体のモチベーションの維
持向上等に繋がっている。

[事業内容]
・市表彰式(11月1日)の開催

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]
・市制施行90周年記念式典（市表彰式）の開催
・記念映像の制作

[スケジュール]
・市表彰式の開催　R7.11.1

[スケジュール]
・記念映像の制作　R8.5～
・市制施行90周年記念式典の開催　R8.11.1

次年度以降
の考え方
(担当課)

・引き続き、該当者の把握と適
切な運用を行う。

☑ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

市長公室 東京事務所

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 東京事務所運営事業 ・東京事務所による情報発信機能等の強化

首都圏における誘客促進、販路開拓支援、移住促進、交流促進など

９，１４０
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令和８年度主な所管事務及び事業

総合政策部 総合政策課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 総合計画推進事業 ・市民アンケート、事業評価等による総合計画の進捗管理

・ＳＤＧｓ未来都市計画に基づくＳＤＧｓの推進

・飛騨・世界生活文化センター活用推進協議会負担金

１４，９７７

２ 大学連携推進事業 ・サテライトキャンパスの運営

・大学と連携した調査

・大学連携センターに対する助成

・産学金官連携の促進

・大学等のゼミ合宿に対する支援

◎飛騨地域の四年制大学に通学する学生に対する支援

２１，８７０

３ 若者等活動事務所管理事業 ・若者等活動事務所（村半）の管理運営 ５，６５０

４ 高山駅西地区まちづくり

推進事業

・高山駅西地区複合・多機能施設整備事業者選定

継続費 令和６年度～令和８年度

・高山駅西地区複合・多機能施設整備

継続費 令和７年度～令和１２年度

６６１，８６０

５ 統計調査事業 ・経済センサス ５，９７０
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参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野３－（１）》土地利用・都市計画

★高山駅西地区複合・多機能施設の整備

《施策分野 着実な計画の推進２－（１）》総合計画

★自治基本条例（まちづくり基本条例）の制定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 20930 大学連携推進事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 総合政策部　総合政策課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 2 総務費

枝番・内容 1 CoIU（コー・イノベーション大学）学生に対する支援
□ その他重要事業 項 1 総務管理費 内線 2434

□ 目 9 企画費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・飛騨地域に開学する四年制大学に対して支援を行い、若者による地域活性化等を推進する。 概要 ・市内に居住するCoIU（コー・イノベーション大学）学生に対する支援

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 2,100

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・補助金
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 2,100
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]
CoIU（コー・イノベーション大学）の学生に対して、以下支援を行う。

・対象：同大学が行う高山市内に居住する学生に対する生活支援金への
助成

・補助額：36千円/年

※CoIUが実施する生活支援金（36千円/年）へ大学連携センター経由で補
助

[スケジュール] [スケジュール]
R8.4～　補助実施

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

総合政策部 地域政策課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 地域政策推進事業 ・地域の課題解決に向けた活動に対する助成

・地域おこし協力隊員との連携

・地域間連携（エリア）のまちづくりの推進

◎地域での困りごとへの支援（地域支援員の配置）

９２，８８３

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野 着実な計画の推進１－（１）》協働のまちづくり

★地域活動の促進による地域の振興
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 20990 地域政策推進事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 地域政策課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 2 総務費

枝番・内容 1 地域支援員の配置
□ その他重要事業 項 1 総務管理費 内線 2408

□ 目 9 企画費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・人口減少が進む中、地域での暮らしにおける困りごとの解消に向けた取り組みを行い、いつまでも
安心して住み続けられる地域づくりを目指す。

概要 ・地域での困りごとの把握および解消に向けた取り組みを推進する「地域支援員」を配置する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 -

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・人件費に計上
補正等 補正等

最終 最終

決算額 0 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） #VALUE!
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

地域での困りごとの把握および解消に向けた取り組みを推進する「地域支
援員」を配置する。

　・R8は朝日・高根地域に1名配置（試行運用）
　・成果や状況を踏まえ、継続配置要否および他地域への追加配置等
　　を検討

[スケジュール] [スケジュール]
・R8.4～　地域支援員の配置（試行運用）

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

総務部 総務課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 職員健康管理事業 ・職員健康診断及び保健指導の実施

・ストレスチェックを活用した職場環境の改善

１８，７２２

２ 職員研修事業 ・階層別、課題別、自主研修ほか

・職員派遣、人事交流

２３，３４０

３ 市長選挙 ・市長選挙の執行（令和８年８月執行予定） ５９，０００

４ 岐阜県議会議員選挙準備 ・岐阜県議会議員選挙の準備（令和９年４月執行予定） ２２，５００
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令和８年度主な所管事務及び事業

総務部 行政経営課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 公共施設等総合管理計画

推進事業

・公共施設等総合管理計画の推進

・指定管理者制度の適正運用

・公共施設整備等官民連携（ＰＰＰ）の導入検討

３９０

２ 行政経営推進事業 ・行政経営方針の推進

行政経営推進委員会の開催 年２回

４３０
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令和８年度主な所管事務及び事業

総務部 デジタル推進課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ デジタル推進事業 ・情報システム運用、情報処理

◎デジタル技術の活用

「行かなくてもよい」「書かなくてもよい」窓口の拡充

ＡＩ・ＲＰＡ技術を活用した業務効率化、情報セキュリティ対策、

飛騨高山ＤＸ推進官民連携プラットフォームの取り組みほか

６５１，３８０

参考：高山市第九次総合計画重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野 着実な計画の推進２－（２）》組織・人事・行政経営・ＤＸ推進

★ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 21400 デジタル推進事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 総務部　デジタル推進課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 2 総務費

枝番・内容 1 デジタル技術の活用
□ その他重要事業 項 1 総務管理費 内線 2457

□ 目 14 情報化推進費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的

・全ての市民が、便利で快適な暮らしを実感できるようにする。
・職員がこれまで以上に丁寧で迅速な市民対応や地域課題の解決により多くの時間やエネルギー
を注げるようにする。
・地域社会全体の利便性や活力が高まり、市民一人ひとりが豊かな暮らしを実感できるようにする。

概要
・各種システムを活用したオンライン申請・通知の拡充やスマートフォン講座の開催などにより市民サービスの向上を図る。
・AIやRPAを活用した業務効率化や地方公共団体情報システム標準化などにより市役所業務の刷新に取り組む。
・「飛騨高山DX推進官民連携プラットフォーム」の取り組みなどにより産業や地域社会のイノベーションの創出を進める。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 205,280 予算額 当初 265,320

予算額

当初 予算額 当初 236,190

繰越 18,300

主な経費
報償費、旅費、役務費、委託料、使用料及び賃借料
備品購入費

繰越

主な経費
・役務費
・委託料
・使用料及び賃借料　ほか

補正等 0 補正等

最終 223,580 最終

決算額 199,726 決算額

対前年度増減額（決算） 157,511 対前年度増減額（当初予算） 60,040 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） △ 29,130
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]
１．行政手続のオンライン化の拡充
　　・各種システムを活用したオンライン申請の拡充
　　・タブレット端末等の活用によるペーパーレス化の推進
　　・グループウェアの刷新
　　・議会ペーパーレス会議システムの導入
２．システム標準化
　　・基幹情報システムの標準化移行、クラウド環境への移行
　　・窓口受付支援システムの導入
３．AIやRPAの活用
　　・ＡＩ顔認識システムの活用
　　・RPAの活用
４．テレワーク等の推進
　　・テレワークやテレビ会議の推進
　　　（テレワーク延べ5,276人、テレビ会議801回）
５．セキュリティ対策等の基盤整備
　　・ネットワーク分離したインターネット接続環境の改善
６．その他
　　・スマートフォン講座の開催（30箇所）
　　・DX推進部会を主軸とした全庁的取組みの推進
　　・飛騨高山DX推進官民連携プラットフォームの設置
[評価等]
・窓口受付支援システムの導入など「書かない窓口」の推進により市民の
利便性向上を図ることができた。
・スマートフォン講座の開催などによりデジタルデバイド（情報格差）への適
切な対応を行うことができた。
・グループウェアの刷新や議会ペーパーレス会議システムの導入などによ
りペーパーレス化を推進することができた。
・飛騨高山官民連携プラットフォームの設置により地域のDX推進にかか
わる多様な主体同士が活発に意見や情報を交換できる環境を整備するこ
とができた。　

[事業内容]

１．市民サービスの向上
　　・マイナンバーカードを利用したデジタル通知サービスの導入
　　・「行かなくてもよい」「書かなくてもよい」窓口の拡充
　　・スマートフォン講座の開催
　　・AIによる市ホームページのやさしい日本語変換
　
２．市役所業務の刷新
　　・ＡＩ・ＲＰＡ技術を活用した業務効率化
　　・障がい支援区分認定のペーパーレス化
　　・地方公共団体情報システム標準化
　　・タブレット端末等活用によるペーパーレス化の推進
　　・テレワークやテレビ会議の推進
　　・情報セキュリティ対策
　　・ＤＸ人材育成研修
　　・データの分析や可視化の推進

３．産業や地域社会のイノベーションの創出
　　・飛騨高山DX推進官民連携プラットフォームの取り組み
　　・GIGAスクールネットワーク強化
　

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

１．市民サービスの向上
　　・体育施設へのスマートロックの導入
　　・「行かなくてもよい」「書かなくてもよい」窓口の拡充
　　・マイナンバーカード読み取り端末の整備
　　・スマートフォン講座の開催
　
２．市役所業務の刷新
　　・ＡＩ・ＲＰＡ技術を活用した業務効率化
　　・地方公共団体情報システム標準化
　　・文書管理電子決裁システムの刷新
　　・タブレット端末等活用によるペーパーレス化の推進
　　・テレワークやテレビ会議の推進
　　・データの分析や可視化の推進
　　・情報セキュリティ対策
　　・ＤＸ人材育成研修
　　・ＤＸ推進部会を主軸とした全庁的な取り組みの推進

３．産業や地域社会のイノベーションの創出
　　・飛騨高山ＤＸ推進官民連携プラットフォームの取り組み
　

[スケジュール]

４月～３月
　・システムの新規導入、改修、運用

[スケジュール]

Ｒ８.４～Ｒ９.３　システムの新規導入、改修、運用

次年度以降
の考え方
(担当課)

・デジタル技術を活用することで
、利便性の向上や業務の効率
化、経費削減などが期待できる
ため、更なる拡大に取り組む。

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

☑ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

財務部 財政課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 財務事務 ・予算の編成及び執行管理

・市債の借入

・予算・財政状況の公開

２，４００
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令和８年度主な所管事務及び事業

財務部 契約管財課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 契約検査事務 ・公正で透明性のある契約事務の執行

・適正な工事検査の実施

７６０

２ 庁舎管理事業 ・庁舎の維持管理

本庁舎５階照明ＬＥＤ化改修工事

５５７，１２１

３ 車両管理事業 ・車両の維持管理 ５７，４６２

４ 財産管理事業 ・市有財産（普通財産）の適正な管理 ７２，８６３
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令和８年度主な所管事務及び事業

財務部 税務課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 賦課徴収事業 ・固定資産現況調査、土地鑑定評価ほか

・市税コンビニ収納

・市税キャッシュレス決済

・市税収納等委託による滞納整理の強化（債務負担）

・市税等の口座振替電子受付サービス

◎宿泊税の特別徴収義務者に対する交付金の交付

１５３，５９０
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 22200 賦課徴収事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 財務部　税務課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 2 総務費

枝番・内容 1 宿泊税徴収事務交付金
□ その他重要事業 項 2 徴税費 内線 2140

□ 目 2 賦課徴収費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・宿泊税の特別徴収の方法による徴収事務に係る負担の軽減と、円滑な徴収を図る。 概要 ・特別徴収義務者に対して、宿泊税の納入額に応じた交付金を交付

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 13,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・宿泊税特別徴収事務交付金
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 13,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]
上半期と下半期の年に２回、毎月納入された宿泊税の３％の金額を特別
徴収義務者に交付する。

※上半期　４月納入分（３月宿泊税）～９月納入分（８月宿泊税）
　 上半期終了後４か月以内（１月まで）に上半期納入金額の３％を交付

　 下半期　１０月納入分（９月宿泊税）～３月納入分（２月宿泊税） 
　 下半期終了後４か月以内（７月まで）に下半期納入金額の３％を交付

[スケジュール] [スケジュール]
　～R8.7月
　　交付金の交付（1回目）

R8.10月～R9.1月
　　交付金の交付（2回目)

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

・民間事業者の専門的な知識と
経験を活用し、収納率の維持・
向上を図る。

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R5完了 □ R6完了

□ R6完了予定 □ R7完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

森林・環境政策部 環境政策課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 環境都市推進事業 ・脱炭素先行地域づくり事業に対する助成 １，０１８，４６３

２ 自然エネルギー普及促進

事業

・ペレットストーブ、ペレットボイラー等の購入に対する助成

・地域団体等の自然エネルギー活用に対する支援

９，７９０

３ 生物多様性保全推進事業 ・乗鞍山麓五色ヶ原の森等を活用した自然環境学習の推進

・外来生物（オオハンゴンソウ等）の除去・啓発

１１，１９０

４ 自然公園等管理事業 ・乗鞍自動車利用適正化協議会負担金

・白山ユネスコエコパークの活用

・県中部山岳国立公園活性化推進協議会負担金

◎信飛トレイル事業負担金

◎「山の日」記念全国大会開催負担金

１３９，３６９

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野４－（３）》温暖化対策・自然環境

★脱炭素先行地域づくりの推進
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 62300 自然公園等管理事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 環境政策課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 6 商工費

枝番・内容 2 信飛トレイル事業
□ その他重要事業 項 2 観光費 内線 2283

□ 目 3 自然公園費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・高山市と松本市を結ぶ全長117kmのロングトレイル「信飛トレイル」の環境を整備し、国内外から多
くの方を惹きつけ、トレイルを通じて地域の発展につなげる。

概要 ・（一社）信飛トレイルクラブ、環境省、松本市、高山市等で組織する協議会において、信飛トレイルに必要な道標設置等をすすめる。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 5,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・負担金
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 5,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

　・信飛トレイル事業に必要な道標設置等にかかる経費への負担金

　・道標
　　トレイルルート上の分岐点など、特に利用者への案内が必要な場所に
　　道標を設置

　・モニュメント
　　高山市側の起終点にモニュメントを設置

[スケジュール] [スケジュール]

・R8.4～　道標等製作、順次設置

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 62300 自然公園等管理事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 環境政策課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 6 商工費

枝番・内容 1 「山の日」記念全国大会開催負担金
□ その他重要事業 項 2 観光費 内線 2283

□ 目 3 自然公園費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的

・「山の日」記念全国大会を岐阜県で開催し、国民の祝日「山の日」の趣旨の浸透を図り、岐阜県の
山の魅力や恵みを広く発信することはもとより、伐採適齢林や所有者不明林の増加、地球温暖化・
エネルギー対策、森林空間の活用といった諸課題への対応策について提言することで、山への感
謝を行動に移す契機とする。

概要

・「山の日」記念全国大会
　［大会概要］　令和8年8月10日～11日（開催地：高山市）
　［行事概要］　歓迎レセプション、記念式典、歓迎フェスティバル
　［関連行事］　参加者向け催事、関連イベント（県内各地で開催）、冠行事（県、市町村等主催）

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 10,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・負担金
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 10,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・「山の日」記念全国大会
　歓迎レセプション
　　　地元食材や郷土料理で式典招待者をお迎え
　記念式典等
　　　記念式典（山鐘、山の日の歌の合唱・演奏、アトラクション、山の日帽
　　　の引継ぎ等）、山の諸課題への対策に係る提言　等
　歓迎フェスティバル
　　　開催地ＰＲ、山の諸課題・対応策に係る展示・ミニ講演、体験・工作、
　　　飲食、特産品販売等

・関連行事
　参加者向け催事
　　　記念式典等の参加者向けのミニツアー
　関連イベント
　　　トレッキングツアー、オプショナルツアー
　冠行事
　　　山岳観光、森林空間活用イベント等

[スケジュール] [スケジュール]

・R8.4～R8.12　　冠行事
・R8.5～R8.10　　関連イベント
・R8.8.10～R8.8.11　「山の日」記念全国大会、参加者向け催事

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

森林・環境政策部 生活環境課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 生活環境保全事業 ◎スマートごみ箱の試行運用等の実施

・水質汚濁対策、大気汚染対策

・環境配慮行動に対する助成

・環境配慮事業者認証制度の推進

◎産業廃棄物最終処分場計画への対応（債務負担）

・ごみ処理基本計画の策定

２５，６２６

２ ごみ収集事業 ・可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみの収集

・ごみステーション看板の更新

４０２，５００

３ ごみ焼却処理事業 ・焼却施設維持管理

・焼却施設の運転等一部委託

・ダイオキシン測定、ごみ質分析・周辺環境調査

３６３，９６６

４ ごみ処理施設建設事業 ・旧ごみ処理施設解体

継続費 令和８年度～令和１０年度

◎新資源化施設整備基本構想の策定

７８，２００

５ ごみ埋立処理事業 ・埋立処分地維持管理（高山、丹生川、荘川、久々野、上宝）

◎第２次埋立処分地の延命化

７５４，７２０

６ 資源化推進事業 ・資源回収団体奨励金による資源化の推進

・資源化施設の維持管理

・不用品リフォーム

・久々野クリーンセンター不燃ごみ選別施設の移設

２６０，０２２
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参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野４－（２）》生活環境・資源循環

★ごみ焼却施設の整備

★ごみ埋立処分地跡地の公園整備

★資源化施設の整備

〇ごみ処理手数料の見直し
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 41500 生活環境保全事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 生活環境課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 4 衛生費

枝番・内容 1 スマートごみ箱の設置
□ その他重要事業 項 1 保健衛生費 内線 2171

□ 目 5 生活環境費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・暮らす市民と訪れる観光客が安心して過ごせる環境を確保する。 概要 ・生活環境の保全と観光振興の両立に向けた取組を推進するため、スマートごみ箱の試行運用を実施する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 6,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費

・需用費（ごみ袋等）　
・役務費（ごみ処理手数料等）
・委託料（ごみ収集・清掃）
・備品購入費（スマートごみ箱）

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 6,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

古い町並付近において、スマートごみ箱を試行的に設置し、
ポイ捨て状況の変化や観光回遊エリアにおけるごみ箱の必要性
などを検証

[スケジュール]
[スケジュール]
R8.5～　契約・準備
R8.7～　スマートごみ箱の試行運用

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R5完了 □ R6完了

□ R6完了予定 □ R7完了予定
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主要事業個票（令和8年度決算）

事業名 41500 生活環境保全事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 生活環境課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 4 衛生費

枝番・内容 2 産業廃棄物最終処分場計画への対応
□ その他重要事業 項 1 保健衛生費 内線 2171

□ 目 5 生活環境費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・安全・安心な生活環境を確保する。 概要 ・産業廃棄物最終処分場計画に対する法的・科学的根拠に基づく対応を行う。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 8,500

繰越

主な経費

繰越

主な経費

・報酬（顧問弁護士報酬）
・報償費（学識経験者報酬）
・旅費（費用弁償および行政視察等）
・委託料（調査・検証）

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 8,500
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]
産業廃棄物最終処分場計画に対して、下記のとおり法的・科学的根拠に
基づく対応を行う。
　・弁護士および学識経験者における知見の活用
　・建設事業者の事業計画等に対する検証
　・市独自の環境影響調査

　※R7.12月補正において弁護士等への事前相談に係る予算および
　　調査の早期着手に係る債務負担行為を設定済み

[スケジュール] [スケジュール]
R7.12　  事前準備等に係る補正予算（12月補正）
R8.1～　弁護士や学識経験者に対する事前相談等
R8.4～　 事業計画の検証および市独自の環境影響調査の実施
R8.12～　県に対し条例に基づく市意見書を提出

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R5完了 □ R6完了

□ R6完了予定 □ R7完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 42215 ごみ処理施設建設事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 生活環境課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 4 衛生費

枝番・内容 1 新資源化施設の整備
□ その他重要事業 項 2 清掃費 内線 2291

□ 目 2 塵芥処理費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・環境配慮を踏まえたごみの資源化対策を推進する。 概要 ・既存の不燃ごみ選別施設及び容器リサイクル施設は、老朽化が進行しているため、その対策及び資源化の向上を目的として資源化施設の建替えを行う。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 27,000

繰越

主な経費

繰越

主な経費 ・委託料
補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 27,000
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

新資源化施設の整備に向け、以下について実施する。
・新資源化施設整備に向けた基本構想の策定
・環境影響調査（建設工事および資源化施設運用後を想定した環境影響
調査）

[スケジュール] [スケジュール]
R8～R9　　　基本構想・環境影響調査

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 42220 ごみ埋立処理事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 生活環境課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 4 衛生費

枝番・内容 1 第２次埋立処分地の延命化
□ その他重要事業 項 2 清掃費 内線 2960

□ 目 2 塵芥処理費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的 ・現在使用している第２次埋立処分地の延命化を実施する。 概要 ・資源リサイクルセンター第２次埋立処分地の埋立物（主にプラスチック）を搬出し、市外民間処理施設で処理を行う。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初 2,600

予算額

当初 予算額 当初 665,300

繰越

主な経費 ・委託料

繰越

主な経費
・委託料（掘削・運搬・処理等）
・負担金（搬出先市町村に対する環境保全負担金）

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 2,600 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 662,700
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

・埋立処分地延命化に係る環境影響調査
　現況調査、現地測定、工法検討、環境影響評価等

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]

資源リサイクルセンター第２次埋立処分地の埋立物（主にプラスチック）を
搬出し、市外民間処理施設で処理を行う。
※掘削・運搬・処理等に係る委託料のほか、搬出先市町村に対する環境
保全負担金（搬出先市町村の条例に定められたごみ持ち込みに対する負
担金）を計上

[スケジュール]
R7.6～ 環境影響調査の実施

[スケジュール]
・R8.6～　契約・延命化対応

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

森林・環境政策部 森林政策課

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 地籍調査事業 ・地籍調査の実施

地域：高山、丹生川、清見、荘川、久々野、朝日、高根、国府、上宝

１６１，００５

２ 森林づくり交流推進事業 ・千代田区との協同による森づくり（カーボン・オフセット事業）

・千代田区連携イベントの開催

◎木育・森林環境教育の推進（市制施行９０周年記念事業）

３３，６７０

３ 林業担い手育成事業 ・市内就業を希望する県立森林文化アカデミー学生に対する助成

・林業就業移住者に対する助成

・森の担い手マッチング事業の実施

６，１９８

４ １００年先の森林づくり

推進事業

・森林推定地番図作成による森林境界明確化の推進

・重点区域森林の整備（災害に強い森林づくり）

・森林作業道の修繕に対する助成

◎広葉樹活用促進に向けたモデル事業の実施

１２１，２５０

５ 市産材利用推進事業 ・市産材を利用した住宅建築等に対する助成

・中間集積所の活用による未利用間伐材の搬出促進

・間伐材利用、小径材、曲材、短材などの利用促進

６１，５１０
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参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

《施策分野４－（１）》森林政策

★木育・森林環境教育の推進

★１００年先の森林づくり推進事業

〇カーボンオフセットや住民交流による森林整備の推進の検討

《施策分野５－（１）》農業・林業・畜産業

★林業就業者の育成支援

★関係者が連携した市産材の活用

★１００年先の森林づくり推進事業（再掲）

〇森林経営管理制度に基づく未整備森林の早期解消及び森林資源の循環利用の検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 21810 森林づくり交流推進事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 森林政策課

☑ R7拡充 ☑ R8拡充 款 2 総務費

枝番・内容 1 木育・森林環境教育の推進
□ その他重要事業 項 1 総務管理費 内線 2631

□ 目 19 環境政策費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・幼児期から大人までの世代に応じた木育・森林環境教育により、森林に対して責任ある行動をと
ることができる人づくりを進める。
・森林環境譲与税の活用により、森林の有する公益的機能に関する普及啓発を図る。

概要 ・木育、森林環境教育により森林の多面的機能の普及啓発を行うイベント等を開催する。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 9,600 予算額 当初 8,000

予算額

当初 予算額 当初 10,200

繰越

主な経費 ・委託費

繰越

主な経費 ・委託料
補正等 補正等

最終 9,600 最終

決算額 4,937 決算額

対前年度増減額（決算） 4,937 対前年度増減額（当初予算） △ 1,600 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 2,200
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]
①木育ワークショップ企画運営事業
　　　　イベントの開催　計３回（飛騨の里２回、清見１回）
　　　　参加者　計６５人

②つどいの広場全市木育展開事業
　　　　イベントの開催　計４回（丹生川、清見、久々野、国府各１回）
　　　　参加者　計９８人

③どんぐりチャレンジ実施事業
　　　　イベントの開催　計２回（ひだ木遊館）
　　　　参加者　計９４人

[評価等]
木育団体や地元事業者等による様々な木育プログラムを開発・試行し、木
育や森林環境教育を市全域へ展開することができた。

[事業内容]
（１）木育イベントの開催
　　①木育ワークショップの開催
　　　　・地域の特色を生かした木育プログラムを木育団体と地元事業者
　　　　　との共同により試行・開発する
　　②つどいの広場全市木育展開事業
　　　　・乳幼児親子を対象に、ぎふ木育ひろばに指定されている市内１２
　　　　　か所のつどいの広場にて、定期的な木育プログラムを提供する。
　　③どんぐりチャレンジ実施事業
　　　　・幼児親子が森に入りどんぐりを拾うイベントを開催することで、木や
　　　　　森にふれる機会を創出する。

（２）森林出前教室の支援
　　　・飛騨木遊館運営協議会等との連携により、若年層への森林や林業
　　　　に対する興味・関心を高めることを目的に、保育園や幼稚園、小中
　　　　学校等を対象に出前授業を実施する。

（３）ぎふ木遊館市町村企画展の開催
　　　・ぎふ木遊館（岐阜市）において、森や木に関する市の特徴や産業を
　　　　紹介する展示会を１カ月間開催

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]
（１）木育イベントの開催
　　①木育ワークショップの開催
　　　　・林業や大工、木工体験等、森と木に関わる仕事や、技術者や職人
　　　　　の技や技術を体験できる木育イベントを提供する。
　　②つどいの広場全市木育展開事業（移動木遊館）
　　　　・乳幼児親子を対象に、ぎふ木育ひろばに指定されている市内１２
　　　　　か所のつどいの広場にて木育プログラムを提供する。

（２）森林出前教室の支援
　　　　・希望する保育園や幼稚園、小中学校等を対象に、木育・森林環
　　　　　境教育による出前教室実施を支援する。

（３）【拡充】市制施行９０周年記念事業の開催
　　　　・保育園や幼稚園を対象に実施している「森の教室」や「どんぐり
　　　　　チャレンジ」などのイベントで育てた「どんぐりの苗」を植樹する
　　　　　イベントを実施する。
　　　　　　　年間５園程度、場所：園庭、市有地を想定

[スケジュール]

　　９月～　木育イベントの実施
　　　　　　　森林出前教室の支援

　１１月　　　ぎふ木遊館市町村企画展の開催

[スケジュール]

　　６月～　森林出前教室の支援
　　７月　　 木育ワークショップの開催
　　８月～　つどいの広場全市木育展開事業（移動木遊館）
　１０月～　市制施行９０周年記念・植樹イベントの開催

次年度以降
の考え方
(担当課)

ぎふ木遊館サテライト施設を拠
点とした、木育・森林環境教育を
推進する。

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

☑ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 53260 100年先の森林づくり推進事業費

区分

□ R7新規 □ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 森林政策課

□ R7拡充 ☑ R8拡充 款 5 農林水産業費

枝番・内容 1 広葉樹の活用促進事業
□ その他重要事業 項 3 林業費 内線 2233

□ 目 2 林業振興費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・令和６～７年度に広葉樹資源量調査を行った市有林のモデル地区において、広葉樹の伐採・販売
を試験的に実施し、市場価値を調査するなど活用に向けた検討を進める。

概要 ・広葉樹材生産に向けた皆伐後の天然更新の状況や市有林の広葉樹等の資源量を把握

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 7,340

繰越

主な経費

繰越

主な経費
・委託料
・工事請負費

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 7,340
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

　市有林における広葉樹活用促進にむけた森林整備
　　場所　丹生川折敷地地内
　　面積　2.0ha
　　実施内容
　　・測量等調査業務委託
　　　（周囲測量、プロット調査）
　　・更新伐
　　　（下刈、皆伐、搬出）

　令和8年度　伐採⇒搬出⇒販売
　事業実施の結果により、令和9年度以降の事業内容を検討
　　

[スケジュール] [スケジュール]

令和8年度の状況（伐採⇒搬出⇒販売）により、令和9年度以降の事業内
容を検討（他の市有林調査等）
　　

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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令和８年度主な所管事務及び事業

会計室

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 会計事務 ・各課出納事務担当者を対象とした研修会の実施

・安全かつ効率的な資金運用の実施

・公共料金の支払い一括処理

・金融機関の公金取扱に係る経費の負担

３８，７１１
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令和８年度主な所管事務及び事業

監査委員事務局

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 公平委員会運営 ・職員の勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に関する審査請求の審

査、苦情相談の受付

７１４

２ 固定資産評価審査委員会

運営

・固定資産課税台帳に登録された価格の審査申出の受理及び審査 ３２５

３ 監査事業 ・地方自治法及び監査基準に基づく監査の実施

例月出納検査（毎月）

定期監査（５月及び２月）

随時監査

工事監査（１０月）

財政援助団体等監査（１１月及び１月）

決算審査・健全化判断比率等審査

一般会計・特別会計決算審査（７月）

企業会計決算審査（６月）

住民監査請求監査

５，６７５
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令和８年度主な所管事務及び事業

消防本部

番号 事業名等 事務・事業内容
予算額

（千円）

１ 消防本部運営事業 ◎マイナ保険証を活用した救急業務 １０１，３３７

２ 消防団運営事業 ・消防団入団促進

・消防団員防寒着、災害用手袋の整備

・消防団員運転免許取得に対する助成

２５３，７６９

３ 消防施設整備事業 ・消防団車庫整備

・高機能消防指令システム等の更新

継続費 令和６年度～令和８年度

１６２，７１８

４ 消防車両整備事業 ・消防車更新 １台（債務負担行為の設定）

・高規格救急車更新 １台

・消防団車両更新 ４台（債務負担行為の設定）

３６，１００

５ 消防水利施設整備事業 ・消火栓の計画的更新 ４７，８００

６ 消防資器材整備事業 ・消防用ホース、自主防災初期消火資器材ほか ２２，１００

参考：高山市第九次総合計画 重点事業（★）・検討事項（〇）

≪施策分野３―（７）≫消防・救急

★消防指令システム等の更新

〇持続可能な消防団体制の構築の検討

〇大規模災害等への対応力強化の検討
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主要事業個票（令和8年度予算）

事業名 81100 消防本部運営事業費

区分

□ R7新規 ☑ R8新規

予算

会計 1 一般会計
担当課 消防本部　救急課

□ R7拡充 □ R8拡充 款 8 消防費

枝番・内容 1 マイナ保険証を活用した救急業務
□ その他重要事業 項 1 消防費 内線 2117

□ 目 1 常備消防費 作成年月 R8.5

事業の目的・概要（Plan）

目的
・マイナ保険証を活用した救急業務の運用を開始し傷病者の負担軽減と医療機関選定の時間短縮
などを図る。

概要
・総務省消防庁が推奨するマイナ保険証を活用した救急業務(マイナ救急)が、全国の実証事業を経て令和8年度から各自治体で本格的に運用が開始する。
・市においても運用を開始し傷病者の負担軽減と医療機関選定の時間短縮などを図るもの。

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

予算額

当初 予算額 当初

予算額

当初 予算額 当初 528

繰越

主な経費

繰越

主な経費
・通信運搬費
・保険料
・負担金

補正等 補正等

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 528
※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[事業内容]

　・マイナ保険証を活用した救急業務を実施
　①マイナ救急の流れ
　・救急現場にてマイナ保険証の提示と本人の同意があれば、専用の
　　カードリーダーで傷病者情報を読み込み、既往歴などの情報から速
    やかな医療機関選定、治療へとつなげる
　②マイナ救急で得られる効果
　・正確な医療情報を瞬時に得られる
　・会話が困難な傷病者にも対応できる
　・不要な質問を避け、現場出発までの時間が短縮できる

（事業費）
　・通信運搬費　416千円
　・保険料　22千円
　・負担金　90千円

[スケジュール] [スケジュール]

・Ｒ7.10～R8.3　実証実験の実施
・R8.4～　本格運用開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

□ 維持・改善

□ 拡大 □ 拡大

□ 縮小 □ 縮小

□ 廃止検討 □ 廃止検討

□ R6完了 □ R7完了

□ R7完了予定 □ R8完了予定
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